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冒頭の一言

新年明けましておめでとうこざいます。皆さまには穏やかな新春が迎えられた

ことかと思います。

昨年もいろいろあつたかと思います。新 しい紙幣の発行、パ リオリンピック・

パラリンピック、アメリカ大統領選挙、メジャーリーグの日本人選手の活躍、特

に大谷選手はいくつもの記録を塗 り替えてくれました。

そんないろいろあつた中に、悲 ししヽことやつらいこともあつたかと思います。

それでも 2025年はみなさんと色々なことを共有できたならなと思います。
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年頭の挨拶
NPO法 人文福 理事長 福田文恵

2024年は 1月 1日 に能登半島地震が発生し、富山では珍しく大きな地震が

起こり、個人的に初めての大きな揺れだつたので驚きました。

地震や水害の事について改めて考えなければいけないと、文福でも災害時

の研修をし、災害が起きた時、何をどうするのかと言う事を自分達なりに確認

しました。

コロナ禍が明け、数年振りにお花見を事務所の近くの公園で行い、久しぶり

の集まりにホッとしました。

近年は夏は猛暑、冬は大雪と言うのが印象付いてしまい、私達の活動の幅が

段々狭くなってきています。

これを書いている時にも地震が起こり、余震で揺れている状態です。

富山は地震が起こらない地域だと言われてきましたが、それも過去の事に

なり、地震の揺れには、慣才Lる様にと考えなければいけないと思います。

9後も◆まで通りご指導ご鞭撻していただけますようよろしくお願い致し

ます。

皆様におかれましても 2025年は良い年でありますように。
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∵☆白イジョ報告

◆年度第 2回目の県指定 重度訪間介護従業者養成研修「ザ☆カイジョ」基

礎課程を 10月 26日 (土 )27日 (日 )サンフォルテで、追加課程を 11

月 9日 (土 )文福事務所にて行いました。

◆回は外部の方々と新しく入られた文福アルバイトを含め、男性 5名と女

性 2名の計 5名が受講されました。

基礎課程では、障碍者スタッフ数名の地域生活の様子や、ヘルパーとの関

わりの様子などの動画を真剣に見入つてしヽました。

追加課程では、妊娠 =出産を経験された障碍者スタッフが生い立ちと医療

との関わりにつしヽて話されて、受講者からはスタッフの生き方に大変驚しヽて

おられました。

各講師の話を聞いてメモに取つたり、積極的に質問をされていました。

受講された皆様、外部から講師をしてくださった方々、スタッフの皆様、

ご協力頂きありがとうございました。

受講された方々からの感想を原文のまま下記に掲載します。

また講師の方にも感想を書いてもらいましたのであわせて掲載します。

《基礎課程≫

・車いすをひいて、外へ出たのは初めてだったけど、楽しくさせてもらいま

した。そして食べさせて話もしてよかつたなと思つています。
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=介護技術として起こしなどについて実技した。力の効率の良い入れ方や、

てこの原理を馬区使するなど学習しました。案外、人間は指先一つで立てな

くなつたり起き上がれなくなるので驚きました。

《追加課程≫

・S氏の経験談を伺い、本当にコミュニケーンョンを知れるようになるまで、

時間がとてつもなくかかるのだなと感じました。障害者 1人 1人、表現の

仕方もまつたく違う中、根気のしヽる事だなと笑いましたが、S氏の「足、

足、大根役者 !」 と、お互いが通じ合つた時の楽しさを教えて頂きました。

※担当からの補足

「足、足、大根役者 I」 としヽうのはヘルパーと買い物に出かけたときに、

障碍者スタッフが足を指さして、様々な例えを出して最後に「大根」とわ

かつて意思が通じたという話です。
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ザ☆カイジョの請義を終えて

N子

11/9(土 )重度訪間介護従事者養成研修  “医療的ケアを必要とする利用

者の障害及び支援"についての請義と実技を担当しました。

講師の代役の依頼があり悩みましたが、貴重な経験になると思い引き受け

させて頂きました。

請義には 4名の方が受請されました。

講義では脳性麻痺の原因と分類 (タイプ)により筋緊張や姿勢に特徴があ

ることや 2次障害と介助上の注意点、体位変換は注意すべきことは踏まえた

上で、様々な姿勢を多くとれるようにすることが大事とお伝えしました。

実技は 2人 1組で食事介助をしてもらいました。脳性麻痺の方は回や舌、

隈が協調して働きにくいことを説明し、声かけをしたり介助者が見えるよう

な姿勢にするなど、食事がしやすくなるポイントをお伝えしました。特に介

助される側の体験することで理解してもらえたのではないかと思います。

実技後にはスタッフの方の経験談、また脳性麻痺当事者としての想いなど

貴重なお話を間かせて頂けました。脳性麻痺の障害・背景を頭におきながら、

相手の方を理解しようとする気持ちが大事であることを改めて感じました。

受講者の方は講義・実技とも真剣に収り組んでおられました。仕事に従事さ

れる上でこの講義の内容が役立てば嬉ししヽです。

受講者の皆様、スタッフの皆様、お疲れさまでした。
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学習会報告

河上千鶴子 (アパッチ)

11月 16日 (上 )学習会を文福事務所にて、DVDを観て考えようという事で
行いました。9回の DVDは、「最期を選ぶということ・安楽死のないこの国で」
というドキュメンタリー番組でした。

この日は、いくつもイベントが重なった上に担当者の体調が悪くて、宣伝や」

場所以の設定も出来ない状態で行いました。そういう事もあつて、参加者は少

なかつたのですが、DVDを観た後、それぞれの感想を出し合いました。

「安楽死」(自殺譜助)を望む人のケースを何年間にもわたつて取材したも
のでした。

ます、京都で起きたALS患者,属託殺人事件で患者に関わつていたヘルパ
ーさんとの話から始まつた。

良子さんは、パーキンソン病で、「スイスで安楽死してレマン湖に散骨して

ほししヽ。」と望んでいた。その後望みを叶えたことがわかつた H

矢島さん男性は、呼吸困難になる難病で、やはり、安楽死サポート団体に登

録を申請していた。番組の終わり頃に申請が受け入れられたので、安心感から

か、元気になってしヽた。

スイスでは、自国だけではなく、しヽろんな国からの「安楽死」登録を受け入

れている。全体で 1500人、日本からは 60人がしてしヽるとの事。

スイスには、受け入れる団体が二つあるという。5万人の会員がいるが自然死

が多い。

スイスでの安楽死申請のために必要な書類は、英語で書かなければならな

しヽ。

=死を希望する理由書
・自身と家族との略歴書

=医師の診断書

スイスで、実際に安楽死を遂げた人の映像が流れた。

日本では京都の事件をきつかけにALS患者の会では、安楽死に反対する
声があがつている。「安楽死について間うより、生きていたいと思う国にして

ほしい」。

マユ三さんは、癌がしヽろんなところに転移して、痛みが激しい状態で、安楽
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死を認められたのは、2年前。家族 4人も承諾していた。

かいつまんで、内容を紹介しました。

*********************************

○ 死にたぃと思つていても、ちょつとしたことで、気持ちが変わる。
① 痛みは、他人には、わからない。
① 初めに出て来た :人は、まだ、十分生活していけるのに、なんで安楽死に
急いだのか、わからない。自殺を選ばないのか?

○ 安楽死を望む人は、結構、高学歴でエリートだつた人が多いと思う。
① 登録に必要な申請書類を、英語で書かないといけないので、書けない。
① 安楽死には、反対だ。本人はいいかもしれないが、近い者にとつては、こ
才しで良かつたのだろうかと一生悩むと思う。

O 世界では、安楽死を認めている国が増えて来ている。
*********************************

などの意見が出されました。私自身 7月から、背中の右横、横腹の痛みがつづ

き、整形外科や内科に行き、いろいろ検査をしてしヽますが、未だに痛みの原因

がオ9かりません。この痛みがこれから先一生続くかと思うと、気がめしヽってき

ます。安楽死の問題は本当に難しいと、改めて思いました。

11′ 16学習会『最期を選ぶということ～安楽死のないこの国で』を見て
四十物 和雄

◆回は 6月 フジ TVで放送された『最期を選ぶということ～安楽死のなしヽこ

の国で』の録画を見て感想を述べあう企画でした。なぜかこの間安楽死・尊厳
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死関係の企画が続しヽていますが、結論めいたものは依然として出ていません。

私としてはずつと安楽死に対して否定的な見方をしてきていますが、◆回 DVD

を見て、改めてその思いを強くしました。

2019年京都 ALS,属託殺人事件をきつかけにして、日本国内でもこの問
題に大きな関心が寄せられてきましたが、◆回の放送もその一環です。4人の

方が登場します。京都の事件で亡くなられたHさんのヘルパーさん、難病をわ

ずらつて安楽死を求めスイスでの自殺ほう助団体に助けを求めようとしてき

た5名の方が、主要な登場人物です。結論めいたものは示されていませんが、

多分に安楽死の解禁に親和的なつくりとなつています。安楽死を望む本人が

主人公となるため、そのことに感情移入しやすいつくりになつています。この

手の番組に伴う根本的な問題だと思いました。

私が改めて強調したいことは、以下のことでした。本人と近しい人、サポー

トしてきた人の声・悩みが疎かにされているのでは ?し うヽことです。周辺の人

たちは当事者本人の意思に反するような声を上げることがそもそも難しいの

です。

「安楽死を認めたのは正しかつたのか ?」。近しい人にとつて、その死に何

らかの形でかかオЭってしヽることなら、この問題は一生その人に付きまとうこ

とでしよう。何度も何度も問い続けねばならない問題のはずです。

人間 I人間社会の行いは常に正ししヽことと過ちとが紙一重であることを教

えてくれます。それを自己決定という権利をもつて「安楽死」を正当化するよ

うなことで、私たちは果たして充分納得できることなのでしようか ?そこに

無理がないのでしょうか ?どうしても「私という自我」から生まれた欲望には、

自然の秩序に反した、安易に正当化を許さない問題がある様な気がします。◆

回強くそのことを感じました。

高本清香

安楽死の問題は本当に難しく、感想を言葉や文章にするのも困難です。

視聴した DVDの中では主に、華々しい人生を送つていたのが病気で一変し

見苦しく生きて最期を迎えるくらいなら死を選択する、という方々を取材さ

れてしヽましたが、自分のプライドのために尊厳死を願う本人と、それを受け入

れる家族の姿がとても切なかったです。
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11月 26日 運営会議報告

O学習会
・11月 16日「最期を選ぶということ、安楽死のないこの国で」というビデオを

上映した。参加者は、他の行事が重なり7人だつたがやつて良かった。

○障碍者部会

・先月の運営会議を受け、部会でオンライン参加の実験をした。

・住んでいる地域のパリアフリー化について会員各自の感じている事を出し合つた。

改善要請や抗議など、何か行動を起こしたか尋ねたが誰もいなかつた。

○派遣

・ザ・カイジョ無事終了した。訪問実習も終了。

Oレクリエーション
・◆の所予定無し。

Oニュース
・◆現在、来年 1月 1日号発送作業中。ザ ,カイジョと学習会の報告、理事長の

冒頭あいさつを掲載。印刷は 12月 15日 までに終了予定。
・24日発送作業終了予定。

Oま つち
=ま つち 50号のテーマは 「自分の推し」。ズ切は 12月末日。
・発送予定は年明け1月末日。天候の関係で予定延期あり。

=テーマ以外の原稿も随時募集中。

O忘年会
=◆年の忘年会は 12月 17日火B醒日、場所はホテルグランテラス富山。

=12時半受付、15時開始。
・当日の担当者を決めた

O事務所の年末年始の体み
=12月 50日～1月 5日。25日 26日、ワックスがけ。

この間事務所は立ち入り禁止。

○社有車の利用につしヽて

・自宅から事務所までの使用は無料。しかし部会員各自の家から事務所までの距

離を超えた場合や私用での利用は有料。

①来年 1月、2月の運営会議は、オンライン会議が可能なため一応開催予定。

O次回の運営会議 12月 24日 (火 )午後 2時から

(文責日下)
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2025年

ありがとうコーナー
★☆☆☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

今年もよろしくお願いします。
★☆★☆★☆★☆☆☆★☆★☆★☆★★☆★☆★☆

新年あけましておめでとうこざいます。

今年もようしくお願いします。

2024年 は、新年早々能登半島地震が起き、
その後も台風や豪雨で各地で大きな被書が出た

年でした。新しい年が平和で自然災害が少ない

ことを願つて、新しい年を迎えました。

そして、みんなが健康で過ごせたら良いと思
つています。        (ア パッチ)

*2024年度新規会員・継続会員 *

小倉 利丸さま 大塚 聖也さま

H
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